
（次ページにつづく）

お話し ： 浜口　哲一 さん (平塚市博物館学芸員)

* 2003年1月12日開催　博物館講演会の講演収録　抜粋

放課後博物館へようこそ ～平塚市博物館の活動から～

■目指すは「地域型博物館」

　平塚市は神奈川県のほぼ中央、相模平野の南部に

位置する首都圏のベッドタウンです。都市化が進ん

だ地域と自然が多く残る農村部が共存しています。

このまちで1960年代末に博物館をつくる話がもち

上がり、71年に博物館準備室が設置されて、どんな

博物館にするのか大いに議論しました。「誰が利用

する博物館か」「何を扱う博物館か」。その結果、平塚

の博物館は、地域に暮らす人たちが、地域を見直す

手がかりになるような「地域型の博物館」を目指そ

うということになりました。

■活動を支える大きな力

　こうして地域の再発見をテーマに掲げて76年に

博物館を開館しました。開館当初から市民参加につ

いて積極的に考えていたわけではなかったのです

が、活動を始めてみると、博物館の事業は、一方的に

利用者にサービスしたり、楽しんでもらうだけでは

なくて、参加者と一緒に大きな仕事をやれることが

分かってきました。

　例えば、「漂着物を拾う会」では、貝に詳しい方が

中心となって海岸で拾った貝の種類をリストアッ

プし目録を作りました。また、「相模川を歩く会」の

メンバーは、5年かけて山梨県の山中湖の源流まで

歩き継ぎ、さらに2年間補足調査をして見聞したこ

とを300ページもの「相模川事典」にまとめ上げま

した。

　市民参加型の調査もあります。「セミの抜け殻調

べ」では、みんなで場所を分担して抜け殻を集め、セ

ミの地図を作って展示しました。抜け殻の標本も多

数蓄積され、調査結果を「セミのぬけがら調べ」と題

する刊行物にまとめました。その後この調査は、近

隣地域のグループや博物館とも共同調査をやるく

らいに発展していきました。

　また「神奈川県植物誌調査」の場合は、神奈川県内

の自然史系博物館との共同プロジェクトで県内の

植物相をまとめた本をつくるための調査を行いま

した。「植物誌調査会」という200人ぐらいの市民グ

ループが、自分の住んでいる地域の博物館をベース

キャンプにして現地調査に出かけ、集めた標本を整

理しました。このプロジェクトは、79年から始めて

20年くらい活動していますが、88年に約1400ペー

ジの「神奈川県植物誌1988」を刊行し、その後、また

調査をして、2冊目の「神奈川県植物誌2001」を出版

しました。

　このように「館主体の行事」から「会員制行事を通

した地域のフィールドワーク」へと活動を広げて、

その成果を本や展示として結晶させることができ

ました。博物館のスタッフだけではできないこと

も、みんなの力を合わせることで可能になるという

ことを身に染みて感じるようになりました。

　博物館としては、ボランティアが活動拠点として

動きやすいような体制を整えるとか、学芸員自身も

その調査員の一員となって動くとか、標本の情報を

集約して、県の博物館に大きなデータベースをつく

るとか、そういうことをやってきました。

「博物館」を意味する英語Museumの語源であり、喜びを表すmuse（ギリシャ語）と通信や手紙を意味するletter（英語）からMuseLetterと名付けました。
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▲ 講演後には来場のみなさんと「札幌型の市民参加博物館」について、
自由な博物館談義が盛り上がりました。

■放課後博物館と遠足博物館

　このようにいろいろな活動を積み重ねてくると、

私も含めて館のスタッフの博物館に対する見方が

だんだん変わってきました。突きつめていうと、博

物館は「放課後博物館」と「遠足博物館」の２つのタ

イプに分けられるのではないかと考えています。

　放課後博物館は、何かを調べに行く、行事に参加

する、ボランティアとして手伝いに行く、遊びに行

く、そういう日常的な使い方をする博物館をいいま

す。利用の仕方もさまざまな形があります。そこは、

ありふれたもの、今まで見落としてきたものに気づ

くとか、何げなく見ていたものに新しい意味を見つ

けるとか、そういう楽しみがある博物館だと思って

います。そのためには入場無料で、いつでも、誰で

も、自由に出入りできることが、放課後博物館には

すごく大事だと思います。

　これに対して、一生に一度、あるいは年に一度行

く、そういう使い方をする博物館を遠足博物館と名

づけました。どちらかというと、遠足博物館は、展示

を見ることが利用の中心で、普段見られない珍しい

ものに出会うことができたり、日頃できないような

経験が積めるといったように非日常的な楽しみが

ある博物館です。

　誤解のないように付け加えますが、放課後博物館

がすぐれた博物館で、遠足博物館は古くさいと言っ

ているのではありません。遠足博物館と放課後博物

館は、博物館の両輪だと考えています。放課後博物

館が果たせる役割もあるし、一方で、遠足博物館で

なければ果たせない役目もあって、それぞれが両立

して初めて良い博物館環境ができると考えていま

す。ただ、市町村の場合は、そこに暮らしている人や

そこで育っている子供達にとって大きな意味のあ

るような放課後博物館を活動のベースにしてほし

いな、と思っています。

■地域に生きる博物館

　最近、平塚では、博物館の活動が地域にいろいろ

な影響を及ぼす機会が増えてきました。一昨年、市

が策定した環境基本計画には、博物館が今まで市民

参加で調べてきた地域のいろいろな自然環境の情

報が、生かされたとまでは言えないかもしれません

が、一応、取り上げられて話題になりました。また、

かつて平塚に暮らしていた文人「村井弦斎」を博物

館の特別展で取り上げたところ、商店街が彼にちな

んだ名物カレーやそばの特別メニューをつくって

売り出すなど、博物館がまちおこしのきっかけをつ

くることになりました。

　このように博物館の活動を通して、個々の市民だ

けではなく、商店街や青年会議所など、地域社会の

いろいろな組織や団体とのつながりが深まってき

たと感じています。博物館の存在意義がそのあたり

にもあるのではないかと思います。平塚の博物館

が、単に博物館の世界のことだけではなく、地域社

会における役割も視野に入れて活動していると理

解していただけるとうれしいと思います。

　もっとお話をしなければ分かりにくいところも

あったと思いますが、お約束の時間になりましたの

で、ここで終わらせていただきます。どうもありが

とうございました。

げんさい
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　雪解け水を集めて流れる川。その川縁に続く、ヤナギ類

の若草色の芽吹きがさわやかな季節になりました。さて、

今回紹介するのは、川の中に生えるヤナギモとエゾヤナギ

モ。どちらも水の中に沈んだまま葉をのばし、ある程度の

流れのあるところでも生きていけます。花は水面から顔を

出して空中に咲き、まるで小さなマイクがたくさん水面か

ら立ち上がっているように見えます。名前のとおり、どち

らもヤナギのような細長い葉がつき、一見見分けがつきま

せん (図) 。違いが見つけられますか？

　水面下では黒々としてモシャモシャした藻のように見

えますし、大きな花びらもなく地味な植物ですが、あまり

「きれい」とは言えなくなった水の中でも生きていく強さ

をもっています。

　専門分野も年齢層も異なる我々なのに、例えば･･･展示

をしよう！となると、うんち展、毒展などという刺激的意

見が飛び交うような状況。そして今回の「サッポロのふわ

ふわ展」へと至ったのですが、まだまだサロンは前々段階

です。

　未来の博物館発展に期待しつつ、われわれはどこへ行く

べきか模索中です。いつも発想を与え、その上仕事の疲れ

を癒してくれるサロン。

これからも積極的に活動していくためにメンバー増員が

待たれる今日この頃です。  
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■第9回「水草の浮いてる生活」 ミュージアムサロン企画展■

■第8回「野幌森林公園のアライグマ」

■第11回「生きている化石」

■第10回「エゾオオカミ」

詳しくは「広報さっぽろ」で1ヶ月前にお知らせします。
* 内容やタイトルが変更になることもあります。

企　画　展

タダの博物館じゃない、ここは「博物館活動」の場所。
じゃあ、どんな試みや活動をしているの？
実際にここで活動や作業をしている方々の声を毎号紹介します。

博物館で行っている水草調査の中から、
札幌市内の水辺でみられる植物を毎号1～2種紹介します。

(左) 
ポプラ綿毛スクリーンのアイデアはも
ちろん、映像もメンバーが撮影・編集し
ました。
(「サッポロのふわふわ展」より)

① 柳の下のヤナギモ

① ミュージアム・サロン ：学識経験者と公募で集まった市民の計16名。

×10

花
←

さっぽろ水草採物帳さっぽろ水草採物帳
と り も の

【ヒント：葉の先っぽの形】 

博物館活動センターで博物館活動センターで

やってみよう！やってみよう！

2cm

(手塚　朋子さん)

葉の先がスッととがっている：ヤナギモ
（採集地）旧豊平川(東米里)の河畔に生い茂っ
たヤナギ類のかげ。

葉の先がすぼまるようになり、1mmほど突き
出てとがる：エゾヤナギモ
(採集地）モエレ沼水郷東大橋の下。

スケッチ：
山崎　真実

★化石採取

★昆虫採集 ★秋の植物観察会 冬の植物観察会★

（7/19 - 8/30）

（5/10 - 6/21）

（予定会場岩見沢市）

体験学習会

★タンポポを知りつくす

★水生昆虫採集

★化石採取空知川 ★土壌観察会

★インドゾウ「リリー」骨格標本発掘
 (共催 : 円山動物園) (春の植物観察会)

●博物館フォーラム「生態系の回廊・豊平川」(仮題)

●夜間講座 (5回完結予定、月1回)

●封入標本作製講座 (3回完結)
博物館講座

●科学奨励コンテスト（予定）

2003 カレンダー年度



170 mm

編
集
後記

講座・体験学習会・企画展 お知らせの
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博物館体験学習会 タンポポを知りつくす！～春の植物観察会～

開催期間：平成15年5月10日（土）～6月21日（土）

第8回 ｉミュージアム企画展

参加する行事名・住所・氏名・年齢・電話番号・FAX番号を明記し、それぞれ①5月15日(木)、②6月10日(火)、③6月17日(火)、（①②③

とも必着）までに博物館活動センターへハガキまたはファクス、Eメールmuseum@city.sapporo.jpにて申込。

ホームページhttp://www.city.sapporo.jp/museum/からも申し込みできます。いずれも多数時抽選。

14号で取り上げたガマの穂ですが、その後読者や来館者の方々から情報をいただきました。ありがとうござい

ました! (改訂版ガマの穂地図は第17号に掲載予定。) 生育地の川底がさらわれてガマがなくなった、と再度電話

くださった方も。その他、来館者の方からは戦時中はガマの穂綿を布団につめたという体験談もありました。展

示室にいると、資料から引き出される子供から大人までそれぞれの世代の声を聞くことができました。（ま）

編
集
後記 12,264人来館者数 (2003年3月末現在)

はやし みちこ

野幌森林公園のアライグマ ～移入動物の現状と問題点～

5月24日（土） 午前10時～12時日時 会場

山崎　真実小学生～大人対象 講師

リンケージプラザ前庭および博物館活動センター実習室

12,264

1

30名　無料定員・費用

博物館体験学習会 水生昆虫観察会

6月22日(日） 午前9時～午後2時日時 会場

斉藤　和範さん小学4年～大人

主催：アライグマ研究会、酪農学園大学獣医学部寄生虫学教室（野生動物学）、札幌市博物館活動センター
会場：ｉミュージアム・ギャラリー (博物館活動センター5階)

対象 講師

豊平川上流
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（札幌市博物館活動センター学芸員）

古沢　仁講師 （札幌市博物館活動センター学芸員）

（旭川大学女子短期大学部非常勤講師）

博物館体験学習会 化石採取会

6月21日(土） 午前8時30分～午後4時30分日時 会場

40名　無料小学4年～大人対象 定員・費用

20名　無料定員・費用

滝川市空知川

2

さっぽろ市

03-F09-03-136
15-2-9

　Ecokonは、環境教育リーダーの養成研修（札

幌市主催）を修了した者の自主的な研修グルー

プです。平均年齢はちょっと高めですが、草花や

昆虫を観察する時の輝く眼は、少年少女そのも

のです。トンボの観察に最適な西岡水源池では、

オオルリボシトンボを始め、たくさんのチョウ

や甲虫類に出会えて満足の一日でした。種名を

同定するだけでなく、昆虫をめぐる生態系を考

える学習を今年度も計画的に行う予定です。

そして、身につけた力を学校の総合学習のお手伝

いという形で発揮したいと張り切っています。

札幌市内・周辺を主なフィールドに自然観察等の野外活動を
行っている個人・団体を紹介していきます。My Field さっぽろMy Field さっぽろ

マイ フィールド

▲ 広場にヤンマが来てくれた

昆虫少年の心で 林　迪子  (札幌市環境教育リーダーEcokon　事務局長)

野幌森林公園のアライグマ

第7回 ｉミュージアム企画展

「サッポロのふわふわ展」5月3日（土・祝）まで延長して展示します！！

5月3日（土・祝）開館！

「サッポロのふわふわ展」


